




























なるといえる。こうした観点に立ち、本年 2016 年は孫文生誕 150 年、山田純三郎生誕 140
年という節目の年にあたることにもちなんで、リサーチの都合上一部ではあるが、冒頭で
記したように山田に贈られたものを中心に、孫文や革命家たちと山田との関わりを示す写
真を紹介することとする。主に 1910 年代から 20 年代の時期のものを対象とするが、山田




① 『朝日新聞』1958 年 6 月 22 日（「聞蔵Ⅱ」朝日新聞記事データベース） 




⑤ 小坂文乃『革命をプロデュースした日本人』（講談社、2009 年） 
⑥ 『孫文・梅屋庄吉と長崎 受け継がれる交流の架け橋』（長崎新聞社、えぬ編集室編集
制作、長崎県、長崎市、長崎歴史文化博物館発行、2011 年）
⑦ 『「孫文と横浜」展』（有隣堂、1989 年） 
⑧ 武井義和『孫文を支えた日本人 山田良政・純三郎兄弟』（東亜同文書院大学記念セン
ター編、2014 年増補改訂版） 
⑨ 『中国人名資料辞典』第 8 巻、1999 年、日本図書センター（ただし『現代中華民国満
州帝国人名鑑 昭和十二年版』の復刻版） 
⑩保阪正康『仁あり義あり、心は天下にあり』（朝日ソノラマ、1992 年） 
⑪  同 『孫文の辛亥革命を支えた日本人』（筑摩書房、2009 年） 
⑫ 何大章『宋慶齢与孫中山』（中国文史出版社、2015 年） 
⑬ 『国父年譜』上、下（中国国民党中央党史史料編纂委員会編輯、中華民国各界紀念国父
百年誕辰籌委員会、台北、1965 年） 





⑰ 『図文 20 世紀中国史 1920－1929』第 3 巻（広東旅游出版社、1999 年） 
⑱ 劉国銘『中国国民党百年人物全書』（団結出版社、2005 年） 
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 孫文は 1913 年 2 月から 3 月にかけて「全国鉄路督弁」として日本を公式訪問した。東京
滞在中は東亜同文会で講演を行ったほか、紅葉館などで開催された孫文の歓迎会にも臨ん










孫文と宋慶齢が 1915 年 10 月 25 日に東京で結
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1924 年 11 月撮影。孫文・宋慶齢夫妻は広東から張作霖、段祺瑞らと会見するため北京
に向かう途中、神戸に立ち寄った。孫文は「大アジア主義」講演を行い、宋慶齢も兵庫県
立高等女学校で女性解放問題に関する講演を行った。その後、夫妻は天津へ向かったが、
東京から神戸で合流した山田純三郎も同行した。孫文は 1925 年 3 月 12 日に北京で死去。
彼の臨終の際に山田純三郎は宋慶齢に病室に呼び入れられ、死に水を取った。 
写真とともにアルバムには「Mr & Mrs Yamada」（山田夫妻へ）、「Peking Feb.14.1925」





















左に宋慶齢の写真、右に宋慶齢と女性 2 人の集合写真があり、「For Mr & Mrs Yamada」
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これら 2 点の写真か別の写真かは不明である。   
宋慶齢は 1926 年 1 月に中国国民党中央執行委員会委員に選出され、北伐軍による武漢攻



















治学社も革命団体であり、1908 年 12 月に誕生したが、同年 7 月に結成された湖北軍隊同盟




武昌起義が勃発すると兵を率いて戦い、1912 年 2 月南京臨時政府陸軍部軍務司司長とな
る。同年 10 月には北京政府より陸軍中将の位を授けられるが、1913 年の第二革命失敗後日
本に逃亡。1914 年 6 月中華革命党に加入し、1915 年孫文により湖北省討袁軍総司令を任命
される。1916 年帰国し漢口で決起するも失敗。1917 年 9 月第一次広東軍政府が樹立される









これら 2 点の写真か別の写真かは不明である。   
宋慶齢は 1926 年 1 月に中国国民党中央執行委員会委員に選出され、北伐軍による武漢攻



















治学社も革命団体であり、1908 年 12 月に誕生したが、同年 7 月に結成された湖北軍隊同盟




武昌起義が勃発すると兵を率いて戦い、1912 年 2 月南京臨時政府陸軍部軍務司司長とな
る。同年 10 月には北京政府より陸軍中将の位を授けられるが、1913 年の第二革命失敗後日
本に逃亡。1914 年 6 月中華革命党に加入し、1915 年孫文により湖北省討袁軍総司令を任命
される。1916 年帰国し漢口で決起するも失敗。1917 年 9 月第一次広東軍政府が樹立される












位を授けられた。1912 年 8 月には中国国民党党部評議になっていることから、「現充湖北軍










起義に参加し、1911 年黄花崗起義の失敗後に香港へ逃亡。辛亥革命後の 1912 年広東都督府
陸軍司司長兼稽勲局局長を務める。1913 年第二革命失敗により来日、1914 年中華革命党に











る。1912 年 1 月同職を辞任するが、同月孫文によって南京衛戍総督に任じられる。1917
年第一次広東軍政府に参加し、1918 年 3 月軍政府衛戍総司令代理、1920 年 6 月には孫文
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年にあたる。「念」は「二十」を表わすため、1921 年 10 月 24 日である。 


















10 月中華民国軍政府陸軍総長臨時代行を務める。1922 年 5 月粤軍第二軍軍長、1923 年 11
月粤軍総司令に任じられる。1924 年国民党第一回中央監察委員候補に当選、大本営軍事部
部長となる。孫文死後の 1925 年 7 月に広東国民政府が成立すると国民政府委員などに推さ
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日本に留学し、1914 年中華学生部結成時には総務部幹事を務める。1917 年 9 月に孫文が
第一次広東軍政府を樹立すると、財政部の全てを任され、ほどなく広東省金庫監理、広州
市監査所所長となったほか、1920 年以降は陸軍部軍需司司長、大本営設立の監査局局長、
大本営軍需所所長などを務めた。南京国民政府樹立後の 1927 年 5 月、南京特別市市長に就















写真が贈られた具体的な年は不明だが、1920 年代末か 30 年代前半と推察される。1907
年日本留学中に中国同盟会に加入し、1911 年の武昌起義後から革命家として活動した。
1912 年 1 月南京臨時政府内務部次長に就任したが、1913 年第二革命失敗後日本に亡命
し、中華革命党に入党。1917 年第一次広東軍政府内政部政務次長に任じられ、また内政
部総長代理を暫く担当した。1919 年上海で中国国民党総務部長に就任。1922 年 5 月広
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陳中孚は山田純三郎と関係が深い人物である。1919 年 10 月に青森県弘前市の貞昌寺に山
田良政碑が建立された際には、孫文により派遣され、碑前で孫文や唐紹儀の祭文を朗読して
いる。また、1929 年には山田純三郎に対し青島接収専員辦公署高等顧問就任の招聘状が陳
の名で出されたほか、1931 年に成立した広東国民政府にも参加、同政府要人たちの集合写
真で外交部顧問に招聘された山田純三郎と陳がともに写る姿も確認することができる。 
陳中孚は日本の法政大学を卒業。清末より革命運動に参加し、辛亥革命後中華革命党に加
入。1916 年第三革命時には東北革命軍総司令部参謀、運糧局局長ならびに総司令代理を任
じられる。1917 年第一次広東軍政府大元帥府軍事委員会委員となり、1923 年第三次広東軍
政府大本営参議に就任。また、孫文死後に誕生した広東国民政府の秘書に 1926 年任じられ
る。蔣介石率いる南京国民政府が誕生すると、既述のように 1928 年国民政府青島接収専員
となるが、1931 年広東国民政府に加わる。日中戦争後は汪兆銘政権に関わり、戦後日本に
移住し東京で亡くなった。（参考文献①、⑧、⑭参照） 
 
【資料紹介】㻌
 
本間喜一の妻・登亀子の家系図について 
 
 
愛知大学綜合郷土研究所事務室 小林㻌倫幸 
 
 今回の資料紹介は、本間喜一の妻登亀子の実家磯邊家について紹介する。

１．本間喜一の妻の実家である磯邊家系図㻌
下の参考資料をもとに筆者が作成した）

登亀子は 明治 年、父磯邊彌一郎と母あや子の二女として生まれた。磯邊彌一郎
は 年豊後国現在の大分県で生まれ、その後上京し、明治 年東京市神田区現
在の東京都千代田区で國民英學會という英語学校私塾を設立した人物である。
彌一郎の兄磯邊包義は元海軍少将・貴族院議員であった。その長男磯邊民彌は明治生命初
代頭取阿部泰蔵泰蔵の父は愛知県鳳来町の豊田鉉剛で三河吉田藩の藩医であった阿部三
圭の養子となるの二女隆子と結婚した。また三女の阿部とみは元慶応義塾大学塾長小泉信
三夫人である。
登亀子の姉磯邊文子は元東京府農工銀行頭取現在のみずほ銀行）星川藤七愛知県新城
市出身夫人である。
本間喜一の娘殿岡氏は磯邊家と阿部家は親戚関係にあることから「阿部家からお古の服、
ベッド、机が回ってきて、現在は殿岡氏の自宅に机だけが残っている。そしてその机は桜
の木の素材で重く、片袖の引き出しに水晶の取っ手が付いている。」とのエピソードを明か
した。

参考資料㻌
小泉妙年『父小泉信三を語る』慶應義塾大学出版会 頁
190
